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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
人
形
物
語

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
５
１
８
Ｐ

【
作
者
名
】

　
ぐ
う
り
ん
ぼ

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
極
寒
の
フ
リ
ー
ラ
ム
ラ
ン
ド
で
暮
ら
す
マ
ル
セ
ル
・
ハ
ー
レ
ス
。

　
１
人
ぼ
っ
ち
の
彼
女
に
と
っ
て
人
形
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
、
家
族
同
様
の
良
き
パ

ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
マ
ル
セ
ル
の
所
に
可
愛
い
子
供
人
形
た
ち
が
や
っ
て
来
た
。

　
念
願
の
可
愛
い
人
形
パ
ー
ト
ナ
ー
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
大
喜
び
。
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以
来
、
賑
や
か
で
楽
し
い
暮
ら
し
が
続
く
。

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
子
供
人
形
た
ち
の
絆
を
強
め
る
が
、
マ
ル
セ
ル
と
の
絆
は
段

々
と
弱
め
て
行
く
。

　
１
年
後
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
変
貌
ぶ
り
に
マ
ル
セ
ル
の
妹
グ
ロ
リ
ア
ス
激
怒
。

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
や
子
供
人
形
た
ち
へ
の
容
赦
な
い
仕
打
ち
を
始
め
る
。
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１
人
ぼ
っ
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
（
前
書
き
）

フ
リ
ー
ラ
ム
ラ
ン
ド
…

動
く
人
形
た
ち
が
人
間
と
共
存
す
る
国
で
あ
る
。
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１
人
ぼ
っ
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー

　
フ
リ
ー
ラ
ム
ラ
ン
ド
…

　
寒
い
カ
ル
ダ
ス
地
方
に
位
置
す
る
自
然
豊
か
な
国
で
あ
り
、
色
ん
な
種
族
が

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
平
和
に
暮
ら
す
国
で
も
あ
る
。

　
こ
の
国
で
は
、
一
部
の
住
人
た
ち
が
人
形
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
養
っ
て
い

る
。

「
人
形
の
パ
ー
ト
ナ
ー
？
」

　
恐
ら
く
、
こ
ん
な
疑
問
を
持
つ
に
違
い
な
い
。

　
実
は
…

　
こ
の
国
で
は
自
ら
生
命
や
意
思
を
持
ち
、
動
い
た
り
喋
っ
た
り
食
べ
た
り
排

泄
し
た
り
す
る
生
き
た
人
形
た
ち
…
人
形
生
物
が
存
在
す
る
の
だ
。

　
大
小
種
類
様
々
で
、
人
形
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
大
事
に
さ
れ
て
い
た
。
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エ
リ
ザ
ベ
ス
も
そ
の
１
体
で
、
女
性
資
産
家
マ
ル
セ
ル
・
ハ
ー
レ
ス
の
屋
敷

で
暮
ら
し
て
い
た
。

　
等
身
大
で
あ
り
…

　
小
さ
な
顔
…

　
カ
ー
ル
の
ロ
ン
グ
の
金
髪
…

　
パ
ッ
チ
リ
し
た
目
…

　
キ
リ
リ
と
引
き
締
ま
っ
た
口
元
…

　
ス
ラ
リ
と
し
た
体
格
…

　
そ
の
美
し
い
姿
で
数
多
く
の
愛
好
者
た
ち
を
魅
了
し
て
い
た
。

　
１
人
暮
ら
し
の
マ
ル
セ
ル
に
と
っ
て
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
唯
一
の
家
族
で
あ
り
、

心
よ
り
愛
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
あ
る
。

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
に
と
っ
て
は
人
形
冥
利
に
尽
き
る
事
だ
ろ
う
。
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夢
の
よ
う
な
贅
沢
三
昧
な
生
活
が
出
来
る
の
だ
。

　
自
分
専
用
の
広
い
部
屋
で
、
食
べ
て
遊
ん
で
暮
ら
せ
る
。

　
こ
ん
な
サ
イ
コ
ー
な
お
嬢
様
暮
ら
し
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
裕
福
な
エ
リ
ザ
ベ
ス
も
心
の
隙
間
を
満
た
さ
れ
な
い
で

い
た
。
、

　
理
由
は
明
白
だ
。

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
人
形
と
し
て
は
、
い
つ
も
１
人
ぼ
っ
ち
。

　
人
形
仲
間
が
い
な
く
て
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
る
の
だ
。

　
夕
食
の
後
片
付
け
を
済
ま
せ
た
マ
ル
セ
ル
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
部
屋
で
ゆ
っ

く
り
と
語
り
合
っ
た
。

　
愛
す
る
人
形
パ
ー
ト
ナ
ー
の
心
の
隙
間
を
知
る
マ
ル
セ
ル
は
、
こ
ん
な
提
案

を
し
た
。
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「
人
形
同
士
で
の
お
見
合
い
な
ん
て
、
ど
う
？
　
ア
ナ
タ
が
そ
の
気
な
ら
、
ス

テ
キ
な
彼
氏
を
探
し
て
あ
げ
て
も
イ
イ
か
ら
」

　
マ
ル
セ
ル
の
提
案
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
に
と
っ
て
嬉
し
い
事
だ
っ
た
。

　
が
…

　
予
想
外
の
返
事
を
マ
ル
セ
ル
は
耳
に
し
た
。

「
男
ナ
ン
テ
、
イ
ラ
ナ
イ
ワ
。
オ
見
合
ナ
ン
テ
、
結
構
」

「
彼
氏
、
欲
し
く
な
い
の
？
」

「
欲
シ
ク
ハ
、
ナ
イ
ワ
」

　
珍
し
い
。

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
人
間
で
言
え
ば
、
二
十
歳
前
後
の
若
い
女
性
に
当
た
る
。
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人
間
と
同
じ
よ
う
に
彼
氏
の
１
人
ぐ
ら
い
は
欲
し
が
る
も
の
だ
。

　
現
に
だ
。

　
知
り
合
い
の
所
で
暮
ら
す
ロ
ー
ズ
マ
リ
人
形
な
ん
か
、
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
が

３
体
人
も
い
る
の
だ
。

　
だ
か
ら
エ
リ
ザ
ベ
ス
だ
っ
て
…

　
ま
あ
、
あ
れ
こ
れ
推
理
し
た
っ
て
分
か
り
っ
こ
な
い
。

　
理
由
を
尋
ね
て
み
る
。

「
ど
う
し
て
、
い
ら
な
い
の
？
」

「
男
ナ
ン
テ
、
ウ
ッ
ト
ウ
シ
イ
」

「
う
っ
と
う
し
い
？
」

「
ソ
レ
ヨ
リ
モ
、
私
ハ
…
」
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エ
リ
ザ
ベ
ス
は
手
に
持
っ
て
い
た
１
冊
の
雑
誌
を
開
い
て
、
或
る
ペ
ー
ジ
を

マ
ル
セ
ル
に
見
せ
た
。

　
マ
ル
セ
ル
が
目
に
し
た
の
は
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
る
商
品
写
真
で
あ
る
。

「
子
供
人
形
？
」

　
写
真
に
は
、
オ
シ
ャ
レ
に

着
飾
っ
た
小
さ
く
て
可
愛
い
女
の
子
人
形
が
写
っ
て
い
た
。

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
ウ
ッ
ト
リ
と
し
た
眼
差
し
で
、
自
ら
の
希
望
を
口
に
す
る
。

「
私
ニ
良
ク
似
タ
可
愛
イ
女
ノ
子
、
沢
山
欲
シ
イ
ノ
」

　
ジ
ッ
と
写
真
を
見
入
る
マ
ル
セ
ル
。

「
ふ
ー
ん
、
女
の
子
人
形
ね
」

　
人
形
生
物
は
、
体
を
作
っ
て
命
を
吹
き
込
む
事
で
新
し
い
人
形
が
出
来
上
が

る
。
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結
婚
し
て
性
的
関
係
を
持
た
な
く
て
も
、
子
供
人
形
は
欲
し
く
な
っ
た
ら
い

つ
で
も
出
来
る
の
だ
。
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子
供
た
ち
が
や
っ
て
来
た

　
そ
れ
か
ら
１
ヶ
月
後
…

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
元
に
待
望
の
子
供
人
形
が
セ
ッ
ト
で
送
り
届
け
ら
れ
た
。

　
送
り
主
は
発
注
先
の
幸
せ
人
形
工
房
で
あ
る
。

　
配
達
便
の
ト
ナ
カ
イ
ロ
バ
車
に
乗
せ
ら
れ
て
、
大
き
な
木
製
の
ケ
ー
ス
入
り

で
荷
物
は
到
着
し
た
。

「
私
ダ
ケ
ノ
、
可
愛
イ
子
供
タ
チ
、
早
ク
見
タ
イ
」

　
胸
を
ワ
ク
ワ
ク
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
。

　
マ
ル
セ
ル
は
ケ
ー
ス
の
外
蓋
を
開
け
、
手
元
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
た
。

　
オ
ル
ゴ
ー
ル
調
の
可
愛
い
音
楽
が
流
れ
、
中
蓋
が
ゆ
っ
く
り
と
開
い
た
。

　
紫
色
の
カ
ー
テ
ン
を
開
け
る
と
…
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「
ま
あ
、
可
愛
い
わ
ネ
ェ
！
」

「
ウ
ワ
ァ
！
」

　
マ
ル
セ
ル
も
エ
リ
ザ
ベ
ス
も
目
を
輝
か
せ
た
。

　
ケ
ー
ス
の
中
は
ち
ょ
っ
と
し
た
小
部
屋
に
な
っ
て
い
た
。

　
３
０
体
の
小
さ
な
人
形
た
ち
が
ジ
ッ
と
、
こ
ち
ら
に
視
線
を
向
け
る
。

　
身
長
は
約
１
５
?
ぐ
ら
い
。

　
殆
ど
が
エ
リ
ザ
ベ
ス
を
幼
く
し
た
よ
う
な
愛
ら
し
い
女
の
子
ば
か
り
で
…

　
真
っ
赤
な
可
愛
い
ド
レ
ス
衣
装
と
、
可
愛
い
赤
の
帽
子
を
被
っ
て
い
る
。

　
パ
ッ
チ
リ
と
し
た
大
き
く
つ
ぶ
ら
な
瞳
が
、
凄
く
印
象
的
だ
。

「
エ
リ
ザ
ベ
ス
、
自
分
が
マ
マ
だ
っ
て
事
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
さ
い
」
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マ
ル
セ
ル
に
促
さ
れ
て
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
両
手
を
大
き
く
広
げ
た
。

「
私
ノ
、
可
愛
イ
、
子
供
タ
チ
」
と
、
優
し
く
声
を
か
け
る
。

　
子
供
人
形
た
ち
の
視
線
が
一
斉
に
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
に
集
中
し
た
。

「
…
」

　
大
き
な
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
な
が
ら
、
ジ
ッ
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
を
見
つ
め
る
。

「
私
ハ
、
マ
マ
。
私
ハ
、
マ
マ
。
マ
マ
、
マ
マ
」

「
…
」

「
マ
マ
、
マ
マ
」

　
し
ば
ら
く
す
る
と
…

　
子
供
人
形
た
ち
の
目
の
色
が
変
わ
っ
て
来
た
。
が
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エ
リ
ザ
ベ
ス
を
母
親
だ
と
認
識
し
始
め
た
の
か
？

　
パ
ー
ッ
と
明
る
い
表
情
を
見
せ
な
が
ら
、
両
手
を
高
く
上
げ
て
ピ
ョ
ン
ピ
ョ

ン
と
跳
び
は
ね
る
。

「
ミ
ャ
ミ
ャ
ー
！
　
ミ
ャ
ミ
ャ
ー
！
」

　
ミ
ャ
ミ
ャ
と
は
、
子
供
人
形
独
特
の
幼
児
言
葉
で
マ
マ
と
言
う
意
味
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
…

　
子
供
人
形
た
ち
の
声
は
、
高
く
て
可
愛
い
ト
ー
ン
を
し
て
い
る
。

「
初
メ
マ
シ
テ
、
私
ガ
、
マ
マ
ヨ
」

　
子
供
人
形
と
初
め
て
意
思
疎
通
が
出
来
て
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
笑
顔
で
あ
る
。

「
ミ
ャ
ミ
ャ
ー
！
　
ミ
ャ
ミ
ャ
ー
！
」

「
可
愛
イ
！
　
可
愛
イ
！
」
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エ
リ
ザ
ベ
ス
・
マ
マ
は
子
供
人
形
た
ち
を
し
っ
か
り
と
抱
擁
し
始
め
る
。

　
子
供
人
形
た
ち
は
初
め
て
、
マ
マ
の
温
も
り
と
愛
情
を
感
じ
た
よ
う
だ
。

　
マ
ル
セ
ル
が
戻
っ
て
来
た
。

「
エ
リ
ザ
ベ
ス
、
準
備
が
出
来
た
わ
。
子
供
た
ち
を
部
屋
に
連
れ
て
行
き
な
さ

い
」

　
マ
ル
セ
ル
に
促
さ
れ
て
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
子
供
た
ち
を
ケ
ー
ス
か
ら
出
し
た
。

「
サ
ァ
、
ミ
ン
ナ
。
マ
マ
ト
、
オ
部
屋
ニ
、
行
キ
マ
シ
ョ
ウ
」

「
ミ
ャ
ー
イ
！
」

「
ミ
ン
ナ
、
並
ン
デ
、
行
進
ヨ
」

「
ミ
ャ
ー
イ
！
」
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子
供
人
形
た
ち
は
一
列
縦
隊
に
並
ぶ
と
、
元
気
良
く
行
進
し
な
が
ら
人
形
部

屋
に
入
っ
て
行
っ
た
。

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
も
そ
の
ま
ま
中
へ
入
っ
て
行
き
、
出
入
口
の
扉
を
バ
タ
ン
と
閉

め
た
。
は

「
エ
リ
ザ
ベ
ス
？
」

　
コ
コ
で
マ
ル
セ
ル
は
ハ
ッ
と
な
っ
た
。

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
返
事
を
し
な
か
っ
た
の
だ
。

　
ど
ん
な
事
で
も
必
ず
返
事
し
て
い
た
ハ
ズ
な
の
に
で
あ
る
。

　
マ
ル
セ
ル
は
内
心
、
或
る
種
の
不
安
と
寂
し
さ
を
抱
い
た
。

　
た
め
息
を
付
き
、
空
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
を
移
動
し
始
め
る
。

　
意
外
と
重
い
ケ
ー
ス
だ
け
ど
、
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
だ
か
ら
持
ち
運
び
に
は
苦

労
し
な
い
。
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中
は
空
の
ハ
ズ
で
あ
る
。

　
だ
が
実
際
に
は
…

　
子
供
人
形
が
１
体
、
中
で
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る
。

　
マ
ル
セ
ル
は
全
く
気
付
か
な
い
。

　
そ
の
コ
だ
け
、
置
い
て
き
ぼ
り
を
喰
ら
っ
た
の
だ
。

　
ケ
ー
ス
は
物
置
に
入
れ
ら
れ
た
。

　
真
っ
暗
闇
状
態
に
な
っ
て
、
そ
の
コ
は
強
い
孤
独
感
に
苛
ま
れ
ち
ゃ
っ
た
。

「
ミ
ャ
ァ
、
ミ
ャ
ァ
」

　
涙
を
ボ
ロ
ボ
ロ
流
す
そ
の
コ
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

エリザベス・人形物語
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